
令和５年度
世田谷エシカル消費・フェアトレード

推進プロジェクト

広めよう！
フェアトレード＆エシカル消費

１）世田谷おいしいもの巡りスマイルプロジェクト
２）世田谷フェアトレードチョコパッケージデザインコンテスト



本プロジェクトの目的
消費者である区民と、エシカル消費の提供者である事業者に

実際に「エシカル」に触れる機会をつくり
世田谷にフェアトレードをはじめとしたエシカル消費を広める

区民（消費者）
事業者（提供者）

おいしいもの巡り

まちチョコプロジェクト

知る
買う
食べる

知る
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機会 きっかけ



世田谷エシカル消費・フェアトレード
推進プロジェクト

フェアトレードをはじめとした
エシカル消費を

知らない

知っている

買ったことがある
食べたことがある

買っている
食べている

おいしいもの巡り 436人
フェアトレード知らない約20％

チョコレート販売
約400枚



世田谷エシカル消費・フェアトレード推進プロジェクト

令和５年度の目標

エシカル消費・フェアトレードの認知度のさらなるUP！
世田谷区 サステナブル＆エシカルな街づくりへの貢献

・人と地球の事を考えた消費行動 X 世田谷の子どもの力と魅力

・おいしいもの巡り：新規8店舗！ 近年にない広まりを実現できた。

・まちづくりセンターや図書館での広報活動

・「世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議」・・・
産業ビジョンの見直しに向けて「持続可能な消費行動」をより身近に！



世田谷おいしいもの巡り スマイルプロジェクト

●企画趣旨
毎年５月第２土曜日（今年は５/１４）は、世界フェアトレード・デーに合わせ、“フェアト
レード”をもっと身近に感じてもらうため、世田谷区内のカフェや飲食店にご協力いただき、
フェアトレード食材を使ったスペシャルメニューをシールラリーでつなぐというイベント。

●開催期間
2023年5月13日(土)～6月11日(日)（前年より2週間延長）
※店舗の都合により開催期間の変動あり

●参加店舗
24店舗 （前年度 +4店舗）新規8店舗

●シールラリーの参加方法
参加店舗でフェアトレードコラボメニューを購入しお店にあるシール台紙にシールを貼るこ
とで参加とみなす。

●景品の応募について
シール１つ…アンケートを記入して店舗で回収する。
シール2つ…フェアトレードタウン世田谷オリジナルステッカーをその場で配布し、

さらにアンケートを記入し店舗で回収する。

●景品について
抽選で５名様にフェアトレードスペシャル BOXをプレゼント
内容：フィリピンのジュースパックをアップサイクルしたブックカバー、エシカル雑貨、
FTTS オリジナルフェアトレードコーヒー、フェアトレード雑貨



●広報活動
まちづくりセンター、図書館 全施設にチラシ設置
下北沢案内所 ポスター、チラシ設置

FM世田谷 5月25日（木）放送
【番組名】 「世田谷通信 世田谷情報セレクト」
【放送日時】 ９時３０分～９時５０分・１４時００分～１４時２０

JCOM ５月30日 午後５時～５時２５分
「ジモト応援！ 東京つながるNews」
（再放送当日 午後８時３０分～ 午後１０時３０分～※エリアにより異なる場合あり）
※放送エリア 世田谷・調布・狛江・大田のJ:COMご加入世帯

区のおしらせ「せたがや」6月1日発行号 区民のひろば
シール2つ…フェアトレードタウン世田谷オリジナルステッカーをその場で配布し、

さらにアンケートを記入し店舗で回収する。

経済産業部商業課に協力いただき、商店街への働きかけを行う予定。









参加店舗 提供メニュー（一例）

スパイス

コーヒー

チョコレート

紅茶ｘ
日本酒



フェアトレードスペシャル BOX
ジュースパックブックカバー（フィリピン）、ドリップコーヒー（東ティモールX世田谷）、

アニマルマグネット（ペルー）、ケニアの紅茶のパウンドケーキ（ケニア）、

世田谷和綿ダブルガーゼハンカチーフ（世田谷）



2. 世田谷フェアトレードチョコ
パッケージデザインコンテスト

区内全小学校（５－６年）、私立小学校（予定）、商店街、区施設にチラシを配
布し、１－6年生対象にイラストを募集。5作品を入賞として、1月中旬発売のフ
ェアトレードチョコレートのパッケージに印刷して、区内協力店舗で販売

イベント内容

フェアトレードのミニチョコの包装箱のイラス

トを、総合的な学習におけるSDGsの学習や消

費生活課による消費者教育の副教材の配布に合

わせた学年の小学生（5-6年生）を中心に応募

用紙を配布。

パッケージには、サトウキビの搾りかす「ガバ

ス」が含まれる環境配慮紙を使用。事業者にお

けるフェアトレードの取り入れ方の参考例とし

て紹介する。



応募チラシ（前年度例） 7月中旬配布



審査方法

10月初旬
フェアトレードタウン世田谷推進委員会メンバーによる
1次審査
⇒ 全体より 50作品を選考

10月下旬
１）世田谷産業フェスタ会場にて、事業の広報を兼ね、
来場者の意見を伺う取り組みを行う。

２）外部審査員による最終審査で5組決定。



入賞作品決定 11月上旬



広報

9月～ 出前授業

10月29日
せたがや産業フェスタ
＠三軒茶屋ふれあい広場

1月、2月
区報 掲載予定

夏休期間
チョコレートの紙芝居と
イラストを描き応募する
親子向けイベントを企画予定



販売

12月
喜多見夢工房にて封入作業

1月中旬～2月中旬
区内協力店舗 10店舗予定

2月
祖師ヶ谷大蔵駅徒歩3分
アトリエそら豆 バレンタインマルシェ

2月
くらしの天然市場
トレインチ自由が丘
オーガニック&エシカル マルシェ



世田谷エシカル消費・フェアトレード推進プロジェクト

今後の展望 加えたい視点 世田谷ｘ世界

世田谷区はエシカル消費の観点から見ると、農産物や商店街での地産地消、被災地支援、障害者福
祉事所による多彩な産品など、地域としてのエシカル消費度が大変高い街と言える。

地域で取り組まれているさまざまな事業に世界とつながるエシカル消費、フェアトレードの視点を加えて、

世界の中の世田谷として世田谷のエシカル度、SDGｓをさらに高めたいと感じた。

⇒さらにエシカル度を上げる取り組みとして推進したいこと
・地産地消の産物とフェアトレードの材料のさらなるコラボ（飲食店、食品販売店など）

・行政や企業で日常的に取り扱っている輸入品（コーヒーや紅茶、菓子、調味料、綿製品）を

フェアトレードに変更。

⇒ 例：ソウル、台湾、ヨーロッパ各国など 行政機関、企業はFtを積極的に取り入れている

⇒ メディア取材により世田谷のエシカルが全国に広まる

・新庁舎でのエシカルの推進（レストラン、販売、ウエディング雑貨の紹介など）

・教育との連携・・・世田谷エシカル消費プログラム （出前授業）

・福祉との連携・・・児童相談所、障害支援施設など

・大学・学生団体とのさらなる連携、フェアトレードカレッジの推進サポート




